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はじめに 

このたびはポップリベット・ファスナー(株)のスタッド溶接システムＰＷ３０００シリーズを

お買い上げいただき、誠にありがとうございます。 

この取扱説明書は、ＰＷ３０００シリーズのＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダに関して記述して

あります。 

この取扱説明書には、注意していただきたいことや基本的な使い方を説明しています。 

ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダを正しくお使いいただくためにも、必ずこの取扱説明書をお読

み下さい。 

この取扱説明書は、必ず保存しておいて下さい。万一、ご使用中にわからないことなどがあっ

たときなど、きっとお役にたちます。 

重要なお知らせ 

この取扱説明書に含まれる情報および本製品の仕様は、事前にお知らせすることなしに変更す

ることがあります。 

この取扱説明書は、本製品の作業者およびサービスおよび組立業務の方が使用するように作成

してあります。 

版権についてのお知らせ 

本取扱説明書のすべての内容は著作権によって保護されています。本書の内容の一部または全

部を、無断で転載することは禁じられています。 
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1. ご使用の前に 

この取扱説明書は、ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダを安全に操作していただくための情報を記

載しています。ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダを操作する場所における危険を予防するための

規則には遵守して下さい。 

想定される危険の状態がもたらすものと考えられる被害･損害の程度について、下記に定義した

シンボルマークとシグナルワードを用いて、必要に応じて警告表示に付記いたします。 

危 険 

 

取扱いを間違った場合に、使用者が死亡または重傷を負う

状態が生じることが想定され、かつ危険発生時の警告の緊

急性が高い限定的な場合を意味します。 

 

 

警 告 

 

取扱いを間違った場合に、使用者が死亡または重傷を負う

状態が生じることが想定される場合を意味します。 

 

 

 

注 意 

 

取扱いを間違った場合に、使用者が軽傷を負うかまたは物

的障害のみが発生する状態が生じることが想定される場合

を意味します。 

 

 

障害の程度の分類は、以下を参考として下さい。 

重    傷: 失明、けが、やけど(高温･低温)、感電、骨折、中毒などで後遺症が残るも

の及び治療に入院･長期の通院を要するもの。 

 

軽    傷: 治療に入院や長期の通院を要さないもの。(上記重傷以外のもの) 

 

物的障害: 家屋･家財にかかわる拡大損害などのもの。 

操作に際して危険性がある場合には、上述したシンボルマークとシンボルワードをこの取扱説

明書内に示しています。取扱説明書は、ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダを操作する場所に常に

備えておいて下さい。 

警  告
 

ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダを使用する前に、この取扱説明をよく読んで下さい。

また、特に記述された安全指示には従って下さい。 
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1.1. 必ずお守り下さい 

ご使用の前に取扱い上の下記の注意をよくお読みになり正しくお使い下さい。 

z この取扱説明書内に記述された安全に関する説明に従って使用して下さい。 

z 使用上の安全に関する機能を取り除いたり機能しないように改造を加えないで下さい。 

z 電気とエアの設置は、作業場所に関係する安全規格に遵守して下さい。 

z スタッド・フィーダを操作する時は、保護メガネを必ず掛けて下さい。 

z 電気担当者の方が装置の据え付け、設置、調整および修理を実施して下さい。 

z 調整および修理する場合は、溶接装置の作業者と実施し、作業者の了承を得るようにして

下さい。 

z 部品交換は、必ずポップリベット・ファスナー製の部品を使用して下さい。 

z ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダを使用する前に、全てのケーブルが損傷していないか確認

して下さい。 

z キー・スイッチを“Ａｕｔｏ(自動)”モードにする前に、ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダが動

作する準備ができていることを確認して下さい。 

z ＴＭＰコントロールのメイン・スイッチを入れる前に、周辺の操作環境を確認して下さい。 

z 使用するスタッドはポップリベット・ファスナー製のものを使用して下さい。 

警  告
 

ＳＦ５０Ｄスタッドフィーダは、この取扱説明書に記述された目的以外に使用しない

で下さい。 また、ポップリベット・ファスナーのＴＭＰコントロール・シリーズ以外

には接続しないで下さい。 
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1.2. ご注意とお願い 

ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダは、製品設計と構成に関して、一般的な安全規則に適合してい

ます。 

ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダまたは周辺装置の安全装置を取り外したり、機能しないように

改造した場合、作業者や装置に対し危害を生じる恐れがありますので、メーカが指定した方法

以外の使い方をしないで下さい。 

警  告
 

安全機能の動作エラーが発生したときは、ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダの使用をす

ぐに止めて下さい。また間違って動作しないように、溶接装置には「スイッチ入れる

な」などの札を付けて下さい。 

1.3. 正しい使い方 

ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダは、ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダに記述されたポップリベッ

ト・ファスナー製のＧ、Ｘスタッドを送給およびドローン・アーク溶接するために設計されて

います。 

ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダは、ＴＭＰコントロールおよび溶接ヘッド（ＳＫＫ）または溶

接ガン（ＰＫ）と接続してのみ動作する事ができます。 

正しく使用するために、この取扱説明書に記述されたすべての表示と指示に従って下さい。ま

た、定期的にメンテナンスを実施して下さい。 

溶接装置が安全に動作していることを確認するために、修理と調整とメンテナンスの後には、

必ず動作確認テストを実施して下さい。 

ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダは、スタッドを送給しドローン・アーク溶接すること以外のア

プリケーションには使用できません。ポップリベット・ファスナーはそのような誤った使用方

法による損害には一切責任を負いません。 

警 告
 

心臓病のペースメーカーを使用している作業者は、スタッド溶接機の付近で作業した

り、付近に居てはいけません。 

ポップリベット･ファスナー株式会社 
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2. 本製品の特長 

ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダは、ポップリベット・ファスナー製のＧ、Ｘスタッドをドロー

ン・アーク溶接する際に要求されるスタッド送給の信頼性を向上するために開発しました。 

ＴＭＰコントロールと溶接ヘッドまたは溶接ガンと共に使用することによって、ＳＦ５０Ｄス

タッド・フィーダはＧ、Ｘスタッドを送給することができます。 

溶接ヘッドまたは溶接ガンにスタッドを支障なく送給するために、回転ドラムのガイド・レー

ルからレースウェイを経てエスケープメント部に、スタッドが正確に並ぶようにしてあります。 

また、回転ドラム内のスタッドの量は、近接スイッチによってモニタすることができます。 

従来の銅線を使用したコントロール・ケーブルから光ファイバ・ケーブルへの技術的な変更に

より、ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダとＴＭＰコントロール間のコントロール信号の送受信を

迅速に実行できます。 

ＴＭＰコントロールとＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダとのコントロール信号は、電磁波ノイズ

と電源からの影響を受けることなく送受信することができます。 

溶接ヘッドまたは溶接ガンのリフト・コイルを制御するために必要な電源は、ＳＤ５０Ｄスタ

ッド・フィーダから直接供給します。 

ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダの各部の動作は、ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダ前面の操作パ

ネルにて確認することができます。 

モジュール構造のため、スタッド・サイズの交換およびスタッド・タイプの交換は、レースウ

ェイＡｓｓｙを交換することによって、簡単にできます。 

ポップリベット･ファスナー株式会社 
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3. 輸送と設置 

ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダは、出荷時に使用するスタッドに合わせて調整され、出荷検査

されています。また、発送時には輸送のために十分なこん包がされています。 

警 告
 

ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダを輸送するときや設置するときは、装置を操作する個々

の場所にあった安全規格と事故を防止する規則に従って下さい。 

z 納入に際しては、パッキング・リストに記載された内容と納入品を確認して、不足品がな

いかどうか確認して下さい。 

z 不足品または損害がある場合は、ポップリベット・ファスナーと輸送した会社に速やかに

知らせて下さい。 

ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダを納入後すぐに使用しない場合は、その保管の間に水やちりが

装置の中に侵入しないようにして下さい。 

3.1. 装置の設置 

危 険
 

引火性の高いものの近くや高湿度の場所で、ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダを使用しな

いで下さい。装置を操作する場所の電気仕様は、電気規格に従って下さい。  

z 輸送と釣り上げ作業は、付属のアイ・フックを使用して下さい。 

z ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダのコントロール・キャビネットの開放を妨げないように設

置して下さい。 

z スタッド送給に支障のないように、ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダは丈夫で水平面に設置

して下さい。 

z 設置場所の耐荷重は、ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダにスタッドが入った状態の重量以上

にして下さい。 

注意： 

ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダは、水平面に確実に設置して下さい。 

ポップリベット･ファスナー株式会社 
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3.2. 入力電源 

ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダは、ＴＭＰコントロールに接続して下さい。ＴＭＰコントロー

ルからＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダにコントロール信号と交流電源が供給されます。 

入力電源電圧は、ＴＭＰコントロールの入力電源電圧に一致させて下さい。 

２００Ｖ仕様： ＡＣ２００Ｖ 単相（±１５％）；５０／６０ Ｈｚ 

４００Ｖ仕様： ＡＣ４００Ｖ 単相（±１５％）；５０／６０ Ｈｚ 

ただし、溶接電流通電時の入力電源変動を含みます。 

注 意
 

ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダの入力電源電圧は、ＴＭＰコントロールの入力電源電圧

と同じにして下さい。電気仕様については、装置の型式プレートを参照して下さい。 

ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダのコントロール・キャビネット内には、２つの６.３Ａのセミ・

タイム・ラグ・ヒューズ（Ｆ４Ｕ、Ｆ５Ｕ）があり、ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダの電気回路

を保護しています。 

注意： 

ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダの入力電源は、ＴＭＰコントロールの入力電源回路を経

由しています。 

3.3. エアの供給 

ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダへのエアは、ユーザの工場のエア回路から供給して下さい。ま

た、エア・カプラ付きのエア・ホースを用いて、ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダのエア入力部

（フィルタ＆エア・レギュレータ）に接続して下さい。 

注 意
 

入力エア圧は、ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダが動作していない場合０．５８ＭＰａ（６気

圧）少なくとも必要です。また、ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダが稼動している時のエ

ア圧は０．３９ＭＰａ（４気圧）以上になるようにして下さい。ＳＦ５０Ｄスタッド・フ

ィーダの動作不良を防ぐために、オイル・ミスト、水分、ゴミ等を含まないエアを使用

して下さい。 

ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダの稼動エア圧は、０．５８ＭＰａ（６気圧）です。 

エア入力部（フィルタ＆エア・レギュレータ）のエア・レギュレータの圧力調整ノブを回転し

てエア圧を調整して下さい。ＳＦ５０Ｄの動作できる最低エア圧は、装置内の圧力スイッチ（オ

プション）で設定できます。この最低エア圧に達しますと、ＳＦ５０Ｄはエラーを出力します。 

オプションの圧力スイッチが装着されている場合、この最低エア圧は出荷時に０.３９ＭＰａ

（４気圧）に設定されています。 
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4. ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダ前面の外観図 

全ての表示と操作スイッチと接続コネクタは、ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダのフロント・パ

ネルに配置され、それぞれの機能毎に分割されています。 

 

この外観図はオプション装着品を含みます。 

１ コントロール・キャビネット ４ スタッド挿入口 ７ エスケープメント・ブロック

２ 操作パネル ５ アイ・フック ８ 回転ドラム 

３ フィルタ＆エア・レギュレータ ６ フロント・パネル ９ 回転ドラム・モータ 

 

注意： 

エスケープメント・ユニット部は、使用するスタッドの種類によって異なっています。

上記の形状とは異なることがあります。 
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5. ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダの接続と設置 

ＴＭＰコントロールと溶接ヘッドまたは溶接ガンとの接続は、図１または図２の接続図を参考

にして下さい。 

注  意
 

装置の電源が入っている時は、コネクタの取付け、および取り外しはしないで下さい。

ケーブルのコネクタが固定されていることを確認して下さい。 

5.1. コネクタ“→ＴＭＰ”の接続 

このコネクタには、ＴＭＰコントロールとのコントロール・ケーブルを接続して下さい。この

コントロール・ケーブルは、ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダの入力電源線とＴＭＰコントロー

ルとＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダ間のコントロール信号線から構成されています。 

警  告
 

ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダの入力電源電圧は、ＴＭＰコントロールの入力電源電

圧と同じにして下さい。電気の仕様は、装置の型式プレートを参照して下さい。 

コントロール・ケーブルは、入力電源用（交流）の２本およびケース・アース用１本の銅線と

コントロール信号用の２本の光ファイバ・ケーブルから構成されています。 

注  意
 

ＴＭＰコントロールとの入力電源ケーブルの接続は、電気担当者が実施して下さい。 

5.2. コネクタ“Ｖｐ”の接続 

このコネクタ（青色のポール・ターミナル）には、ＴＭＰコントロールとの測定ケーブル（青

色）を接続して下さい。溶接ヘッドまたは溶接ガンにて測定されたアーク電圧は、この測定ケ

ーブルを介してＴＭＰコントロールに伝達されます。 

注  意
 

ＴＭＰコントロールとの測定ケーブルの接続は、電気担当者が実施して下さい。 

測定ケーブルは引っ張られることで断線しないようにするために、ポール・ターミナルはロッ

クできないようになっています。 
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5.3. コネクタ“ ”の接続 

このコネクタには、溶接ヘッドへの中間ケーブルまたは溶接ガンのコントロール・ケーブルの

マルチカップリング・コネクタを接続して下さい。 

ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダは、オプション機能として溶接位置をクリーニングするための

エア・ブロー・ノズルを溶接ヘッドに接続するように改造できます。この場合は、エア・ブロ

ー用ホースをマルチカップリング・コネクタに追加します。 

5.4. コネクタ“Ｉ”の接続 

このコネクタには、ＴＭＰコントロールからのウェルド・ケーブルを接続して下さい。 

ウェルド・ケーブルはＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダの標準付属品ではありません。 

注  意
 

ＴＭＰコントロールとの溶接ケーブルの接続は、電気担当者が実施して下さい。 

ウェルド・ケーブルはＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダのコネクタに接続し、時計回りに１／４

回転することで固定して下さい。 

5.5. フィード・チューブの接続 

警  告
 

フィード・チューブの取付け、および取り外しの時は、ＳＦ５０Ｄスタッド・フィー

ダの入力エア・ホースを必ず取り外して下さい。ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダを操

作する時は、保護メガネを必ず掛けて下さい。 

下記の説明に従って、フィード・チューブをＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダのエスケープメン

ト・ブロックの上のカップリング・プレートに安全かつ正確に接続して下さい。 

1. カップリング・プレートのＭ６キャップ・スクリューを緩めて、フィード・チューブのア

ダプタの先端がカバー・プレートの取付け穴の中に入るまで挿入して下さい。 

2. カップリング・プレートのＭ６キャップ・スクリューを注意して締めて、フィード・チュ

ーブがカップリング・プレートに正確に挿入されていることを確認して下さい。 
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5.6. 入力エアの接続 

ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダへのエア入力部（フィルタ＆エア・レギュレータ）とエア供給

システムとの接続は、設置場所の仕様に合わせて下さい。 

エア・ホースは、エア・カプラによってＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダのエア入力部に接続で

きます。 

注  意
 

入力エア圧は、ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダが動作していない場合に０．５８ＭＰ

ａ（６気圧）少なくとも必要です。また、ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダが稼動して

いる時のエア圧は０．３９（４気圧）以上になるようにして下さい。ＳＦ５０Ｄスタ

ッド・フィーダの動作不良を防ぐために、オイル・ミスト、水分、ゴミ等を含まない

エアを使用して下さい。 

エア入力部にエア・ホースを接続した後、ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダ内部のエア圧を０．

５８ＭＰａ（６気圧）になるようにエア入力部のレギュレータの圧力調整ノブを回転して調整

して下さい。その後、レギュレータの調整ノブが回転しないように固定して下さい。この調整

は、“ＩＮＰＵＴ-ｐ”の圧力計を見て設定して下さい。 
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6. ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダの操作パネル 

ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダのフロント・パネルに配置された操作パネルは、“Ｅｒｒｏｒ Ｃｏｄｅ”

と記されたエラー・コードを表示する７セグメントの表示部とＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダ

の動作モードを選択するキー・スイッチが付いており、更に下記の３つのグループに分かれて

います。 

z 特殊な機能のスイッチは、左のグループに配置されています。 

z スタッド送給に関連する操作スイッチと溶接ヘッドまたは溶接ガンの動作を示すＬＥＤは、

中央に配置されています。 

z レースウェイ上のスタッドの動作と回転ドラムの動作を示すＬＥＤと操作スイッチ、およ

びエラーを解除するリセット・スイッチは、右のグループに配置されています。 

作業者に溶接およびスタッド送給の動作を知らせるために、全ての操作スイッチにはＬＥＤ表

示が付いています。 

表示と操作スイッチの詳しい内容は、次のページ以降を参照して下さい。これらの説明は、溶

接ヘッドまたは溶接ガンに関係する特殊な操作も含んでいます。 

動作モードに関連するＬＥＤのいろいろな信号形態とそれに関する操作スイッチの機能の説明

も含んでいます。 
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機能：キー・スイッチにてＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダの３つの“動作

モード”を選択します。キー・スイッチの左横のＬＥＤは、キー・スイッ

チにて選択した動作モードを示します。 

“Ａｕｔｏ（自動）”モード：ＴＭＰコントロールの制御によって、ＳＦ５０Ｄスタッド・フィー

ダの全ての動作が実行されます。 

注  意
 

“Ａｕｔｏ（自動）”モードでは、送給エラーを防止するために、操作パネルのタッチ・

スイッチは操作できません。 ただし、スタッド送給するための“スタッド送給”タッ

チ・スイッチだけは動作します。 

“Ｍａｎｕａｌ（手動）”モード：ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダの全ての動作を操作パネルのタッ

チ・スイッチにて操作できます。 

“Ｔｅｓｔ（テスト）”モード： 機能しません。 

 

機能：この“Error Code”と記された７セグメントのエラー・コード表示

部にはエラー・コードを表示します。キー・スイッチの位置が“Ａｕｔｏ（自

動）”と“Ｍａｎｕａｌ（手動）”モードのときに表示します。 

 
機能：この“ファンクション”タッチ・スイッチは、機能しません。 
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機能：この“エア・ブロー”タッチ・スイッチは、エア・ブローの装置（オ

プション）が溶接ヘッドとＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダに装着されてい

る時に動作します。溶接位置のワーク表面の油やごみなどの汚れをエア・

ブローによって取り除くために使用します。 

 

“Ａｕｔｏ（自動）”モード：このモードの場合、ＴＭＰコントロールにエア・ブローの設定をす

ることにより個々の溶接の前に、自動的にエア・ブローします。エア・ブローの間ＬＥＤは点

灯します。 

“Ｍａｎｕａｌ（手動）”モード：このモードの場合、このタッチ・スイッチを押しますと、エア・

ブローします。スイッチを押している間エア・ブローし、エア・ブローの動作中はＬＥＤが点

灯します。 

 

機能：このタッチ・スイッチとＬＥＤは、機能しません。 

 

 
機能：この“スタート”ＬＥＤは、溶接スタートがスタッド・フィーダに

入力されたことを表示します。このＬＥＤは、“Ａｕｔｏ（自動）”と“Ｍａ

ｎｕａｌ（手動）”モードで動作します。 

溶接ガンを接続している場合：このＬＥＤは、溶接ガンがワークに正しい角度で加圧されて、

角度スイッチが入力された後、溶接ガンのトリガ・スイッチが入力されますと点灯し、トリガ・

スイッチが放されますと消灯します。 

溶接ヘッドを接続している場合：このＬＥＤは、ＴＭＰコントロールまたはユーザの制御装置

から該当する溶接ヘッドに対して、起動信号が入力されている間点灯します。 

 

機能：この“角度スイッチ”ＬＥＤは、溶接ガンがワークに正しい角度

で加圧されていることを表示します。溶接ヘッドが接続されている場合、

この“角度スイッチ”は機能しません。このＬＥＤは、“Ａｕｔｏ（自動）”

と“Ｍａｎｕａｌ（手動）”モードで動作します。 

溶接ガンを接続している場合：溶接ガンがワークに正しい角度で加圧されている時に、このＬ

ＥＤは点灯します。ワークに加圧していない時に、このＬＥＤがずっと点灯している時は、角

度スイッチの取付けを調整して下さい。 

溶接ヘッドを接続している場合：溶接ヘッドには角度スイッチは取り付けられていません。こ

の角度スイッチの回路は短絡されていますので、このＬＥＤはずっと点灯しています。従って、

この機能は動作しません。 
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機能：この“スタッド・オン・ワーク”ＬＥＤは、溶接ヘッドまたは溶接

ガンのスタッドがワーク表面に接触していることを表示します。このＬＥ

Ｄは、“Ａｕｔｏ（自動）”と“Ｍａｎｕａｌ（手動）”モードで動作します。 

溶接ヘッドまたは溶接ガンのスタッドがワーク表面に接触している時に、ＬＥＤが点灯します。

それによって、溶接回路が電気的に短絡します。 

溶接ヘッドまたは溶接ガンのスタッドがワークから離れますと、ＬＥＤは消灯します。そして

溶接回路は分離されます。 

機能：この“リサイクル・ストップ・スイッチ”ＬＥＤは、フィード・チ

ューブが溶接ヘッドまたは溶接ガンに正確に接続していることを表示し

ます。このＬＥＤは、“Ａｕｔｏ（自動）”と“Ｍａｎｕａｌ（手動）”モードで

動作します。  

フィード・チューブが溶接ヘッドまたは溶接ガンに正確に固定されている時に、ＬＥＤが点灯

します。 

溶接ヘッドまたは溶接ガンのフィード・チューブ・カップリング・プレートに取り付けられた

リサイクル・ストップ・スイッチがＯＮしない時、ＬＥＤは消灯し、スタッド送給はできなく

なり、エラー・コード１０を表示します。このエラーが発生しますと、“ＥＲＲＯＲ”ランプと“Ｒ

ｅｓｅｔ”ＬＥＤが点滅します。 

機能：この“スタッド到着”ＬＥＤは、機能しません。 

 

 

 

機能：この“リフト･コイル”ＬＥＤは、ＴＭＰコントロールから溶接ヘ

ッドまたは溶接ガンのリフト・コイルに信号が与えられた時に動作します。

このＬＥＤは、“Ａｕｔｏ（自動）”と“Ｍａｎｕａｌ（手動）”モードで動作し

ます。 

リフト・コイルに信号が与えられますと、このＬＥＤは点灯します。 

リフト・コイルの信号がＯＦＦしますと、このＬＥＤは消灯します。 
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機能：この“ヘッド前進”ＬＥＤは、ヘッド前進端の近接スイッチが装着

されている場合、溶接ヘッドが前進端にあることを表示します。このＬＥ

Ｄは、“Ａｕｔｏ（自動）”と“Ｍａｎｕａｌ（手動）”モードで動作します。 
 

ただし、ＳＫＫ２４０溶接ヘッドでは機能しません。 

溶接ヘッドのスライドが前進端にある間、このＬＥＤは点灯します。 

溶接ヘッドのスライドが前進端から離れますと、このＬＥＤは消灯します。 

機能：この“ヘッド後退”ＬＥＤは、ヘッド後退端の近接スイッチが正し

く装着されている場合、溶接ヘッドが後退端にあることを表示します。こ

のＬＥＤは、“Ａｕｔｏ（自動）”と“Ｍａｎｕａｌ（手動）”モードで動作しま

す。  

溶接ヘッドのスライドが後退端にある間、このＬＥＤは点灯します。 

溶接ヘッドのスライドが後退端から離れますと、このＬＥＤは消灯します。 

 

機能：この“ロード・ピストン”タッチ･スイッチは、溶接ヘッドまたは

溶接ガンのロード・ピストンを動作します。ロード・ピストンの動作を、

２つのＬＥＤによって表示します。 

タッチ・スイッチ：このスイッチは、“Ｍａｎｕａｌ（手動）”モードの時に動作します。 

z タッチ・スイッチを押しますと、溶接ヘッドまたは溶接ガンのロード・ピストンは後ろに

移動します。 

z 再度、タッチ・スイッチを押しますと、ロード・ピストンは、再び前（元の位置）に移動

します。 

ＬＥＤ：この２つのＬＥＤは、“Ａｕｔｏ（自動）”と“Ｍａｎｕａｌ（手動）”モードで動作し、ロ

ード・ピストンの動作方向を表示します。 

 

機能：この“スタッド送給”タッチ・スイッチを押しますと、スタッドが

送給されます。このスイッチとＬＥＤは、“Ａｕｔｏ（自動）”と“Ｍａｎｕａｌ

（手動）”モードで動作します。 

タッチ・スイッチ：このスイッチを押しますとスタッド送給します。“Ａｕｔｏ（自動）”モード

の場合でも、このスイッチを押しますとスタッド送給します。 

ＬＥＤ：このＬＥＤは、スタッド送給の間点灯し、スタッド送給していることを示します。 
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機能：この“スタッド挿入口”ＬＥＤは、スタッド挿入口のフタが正しく

閉まっていることを示します。このＬＥＤは、“Ａｕｔｏ（自動）”と“Ｍａ

ｎｕａｌ（手動）”モードで動作します。 

スタッド挿入口のフタが専用キーによってロックされていますと、ＬＥＤは点灯します。 

スタッド挿入口のフタがロックされていませんと、ＬＥＤは消灯し、エラー・コード１を表示

します。このエラーが発生しますと、“ＥＲＲＯＲ”ランプと“Ｒｅｓｅｔ”ＬＥＤが点滅します。ま

た、回転ドラム内の照明が点灯します。 

 

機能：この“スタッド・レベル”ＬＥＤは、回転ドラム内のスタッドの

量が十分入っていることを示します。このＬＥＤは、“Ａｕｔｏ（自動）”

と“Ｍａｎｕａｌ（手動）”モードで動作します。 

回転ドラム内のスタッド量が十分にある場合、ＬＥＤは点灯します。 

回転ドラム内のスタッド量が十分にないと、ＬＥＤは消灯し、エラー・コード２を表示します。

このエラーが発生しますと、“ＥＲＲＯＲ”ランプと“Ｒｅｓｅｔ”ＬＥＤが点滅します。また、回転

ドラム内の照明が点灯します。 

 

機能：この“レースウェイＭａｘ・Ｍｉｎ”ＬＥＤは、レースウェイ上のスタ

ッド整列量の最大（Ｍａｘ）と最少（Ｍｉｎ）を意味し、スタッドの整列状態

を示します。このＬＥＤは、“Ａｕｔｏ（自動）”と“Ｍａｎｕａｌ（手動）”モ

ードで動作します。 

レースウェイ上の“最大（Ｍａｘ）”を示す位置の近接スイッチがスタッドを検出しますと、“Ｍ

ａｘ”ＬＥＤは点灯します。 

レースウェイ上の“最少（Ｍｉｎ）”を示す位置の近接スイッチがスタッドを検出しますと、“Ｍ

ｉｎ”ＬＥＤは点灯します。 
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機能：この“モータ”タッチ・スイッチを押しますと、回転ドラム・モー

タが動作します。このスイッチは、“Ｍａｎｕａｌ（手動）”モードで動作し

ます。このＬＥＤは、“Ａｕｔｏ（自動）”と“Ｍａｎｕａｌ（手動）”モードで

モータの動作を示します。  

タッチ・スイッチ：このスイッチを押しますと、回転ドラム・モータは約６０秒間回転します。

６０秒経過する前にスイッチを押しますと、回転ドラム・モータは停止します。 

ＬＥＤ：このＬＥＤは、回転ドラム・モータが動作していることを示し、モータが動作中は点

灯します。約６０秒経過しますとモータは自動的に停止し、ＬＥＤも消灯します。 

 

機能：この“回転ドラム照明”タッチ・スイッチを押しますと、回転ドラ

ム内の照明が点灯または消灯します。このため、暗い場所でも回転ドラム

内を見ることができます。このスイッチとＬＥＤは、“Ａｕｔｏ（自動）”

と“Ｍａｎｕａｌ（手動）”モードで動作します。 

タッチ・スイッチ：このスイッチを押しますと、回転ドラム内の照明は約６０秒間点灯します。

６０秒経過する前にスイッチを押しますと、照明は消灯します。 

ＬＥＤ：このＬＥＤは、回転ドラム内の照明が点灯していることを示します。回転ドラム内の

照明が点灯中は、このＬＥＤは点灯します。 

 

機能：この“スライダ”タッチ・スイッチを押しますと、レースウェイ用

のスライダが動作します。このスイッチは、“Ｍａｎｕａｌ（手動）”モード

で動作します。 

タッチ・スイッチ：このスイッチを押している間、レースウェイ用のスライダが前進端に移動

します。このスイッチを放しますと、レースウェイ用のスライダは後退端（元の位置）に移動

します。 

ＬＥＤ：このＬＥＤは機能しません。 
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機能：この“スタッド分離シャッタ”タッチ・スイッチにて、エスケープ

メント・ブロック部のスタッド分離シャッタを閉じたり開いたりします。

このスイッチは、“Ｍａｎｕａｌ（手動）”モードで動作します。 

タッチ・スイッチ：このタッチ・スイッチを押している間、スタッド分離シャッタは開きます。

このスイッチを放しますと、スタッド分離シャッタは閉じます（元の位置）。 

ＬＥＤ：この“スタッド分離シャッタ”ＬＥＤは、ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダのス

タッド分離シャッタの閉じた位置に近接スイッチ（オプション）が装着されている場合に表示

します。このＬＥＤは、スタッド分離シャッタが閉じた位置にある間点灯します。 

ＬＥＤ：この“エスケープメント・ブロック”ＬＥＤは、エスケープメント・ブロック内

のスタッドを検知する近接スイッチ（オプション）が装着されている場合に、エスケープメン

ト・ブロック内にスタッドがありますと点灯します。ＬＥＤが点灯しない場合、スタッドは送

給できません。エラー・コード９を表示します。このエラーが発生しますと、“ＥＲＲＯＲ”ラン

プと“Ｒｅｓｅｔ”ＬＥＤが点滅します。 

オプションの近接スイッチが装着されていない場合は、このＬＥＤは常に点灯しています。 

 

機能：この“Ｒｅｓｅｔ”ＬＥＤは、ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダにエラー

が発生していることを示します。エラーを取り除いた後、この“Ｒｅｓｅｔ”

タッチ・スイッチを使用してエラーをリセットします。このスイッチとＬ

ＥＤは、“Ａｕｔｏ（自動）”と“Ｍａｎｕａｌ（手動）”モードで動作します。 

タッチ・スイッチ：エラーを取り除いた後、自動的にリセットされなかったエラーは、このス

イッチを押しますとエラーをリセットできます。 

ＬＥＤ：ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダにエラーが発生し、エラー・コードを表示しますと、

このＬＥＤは点滅します。このＬＥＤは、エラーが取り除かれますと消灯します。エラーが取

り除かれますと自動的にリセットするエラーと、“Ｒｅｓｅｔ”スイッチを押すことによってリセッ

トするエラーがあります。 

この“Ｒｅｓｅｔ”ＬＥＤは、通常の運転では点灯しません。 
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機能：この“ＥＲＲＯＲ”ランプは、ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダが正し

く動作していることを示します。また、装置の故障を示します。この表示

は、“Ａｕｔｏ（自動）”と“Ｍａｎｕａｌ（手動）”モードで動作します。 

“ＥＲＲＯＲ”ランプの消灯：“Ｍａｎｕａｌ（手動）”モードの場合、エラーが発生していないことを

示します。 

“ＥＲＲＯＲ”ランプの点灯：“Ａｕｔｏ（自動）”モードの場合、エラーが発生していないことを示

します。 

“ＥＲＲＯＲ”ランプの点滅：エラーが発生していることを示します。対応するエラー・コードを

“Ｅｒｒｏｒ Ｃｏｄｅ”表示部に表示します。 

 

機能：この“ＩＮＰＵＴ-ｐ”圧力計は、ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダへ

の入力エア圧を表示します。ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダの入力エ

ア圧は、この圧力計の緑のスケールを参照してエア入力部のレギュレ

ータの圧力調整ノブにて調整して下さい。 

機能：この“ ”圧力計（オプション）は溶接ヘッドの前進ス

ライド圧を表示します。溶接ヘッドの前進スライド圧は、この圧力計

の緑のスケールを参照して装置内の調整ネジにて調整して下さい。 

 

この圧力計はオプションのため、図と形状が異なる場合があります。 
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7. ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダの調整 

警  告
 

調整作業は、装置に詳しい者が実施して下さい。この取扱説明書の説明事項と事故を

防止するための条件や安全規格に従って下さい。 

ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダは、出荷時に調整されています。 

設置場所の状態により各部の設定の調整が必要になる場合は、下記の説明に従って調整して下

さい。 

7.1. カップリング・プレートの調整 

警  告
 

調整時は、ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダの入力エアを止めて下さい。ＳＦ５０Ｄス

タッド・フィーダを操作する時は、保護メガネを必ず掛けて下さい。 

フィード・チューブのアダプタの端面がエスケープメント・ブロック上のカップリング・プレ

ートに当たるまでしっかりと入らない場合、カバー・プレート上のカップリング・プレートの

位置を下記の手順に従って調整して下さい。 

1. エアを止めて、“ＩＮＰＵＴ-ｐ”圧力計の針が０にな

っていることを確認して下さい。 

 

2. 図に示す２つのＭ６キャップ・スクリューを緩め

て下さい。 

3. フィード・チューブのアダプタをカバー・プレー

トの送給口の中に入れ、アダプタの端面がカップ

リング・プレートに当たるように、カップリング・

プレートを移動して下さい。 

4. それから、両方のＭ６キャップ・スクリューを締

めて下さい。 

警  告
 

エアを供給する前に、フィード・チューブがカップリング・プレートに正しく固定さ

れていることを確認して下さい。スタッドが外部に送給されることによって負傷する

ことを防止して下さい。 
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7.2. スタッド送給速度の調整 

警  告
 

ＴＭＰコントロールのメイン・スイッチをＯＮし、ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダの

コントロール・キャビネットを開けて、調整して下さい。トランス保護カバー上の安

全表示は、内部に高電圧部があることを示しています。 

スタッド送給速度は、出荷時に調整されています。 

標準長さ（６ｍ）のフィード・チューブを使用していない場合、スタッド送給ミスが発生する

可能がありますが、ＴＭＰコントロールのフィード時間とロード時間を調整して、このスタッ

ド送給速度は極力調整しないようにして下さい。 

スタッド送給速度を変更する場合は、下記の手順に従って調整して下さい。 

z キー・スイッチを“Ｍａｎｕａｌ（手動）”モードに選択して下さい。 

z コントロール・キャビネット上のアイ・ボルトとＭ６ボルトを取り外して下さい。 

z コントロール・キャビネットからケース・カバーを取り外して下さい。 

 
（ロットＡ）               （ロットＢ） 

 
注意：上記に示すように生産ロットによりスタッド送給速度調整ボルトの位置および形状が異

なります。 

ロック・ナットを緩めて、フィード・チューブへスタッド送給して、スタッド送給速度を徐々

に調整ボルトを回転して調整して下さい。 

z スピードを増加する場合：「＋」方向に調整ボルトを回転して下さい。 

z スピードを減少する場合：「－」方向に調整ボルトを回転して下さい。 

タッチ・スイッチ“ ”を押してスタッドを送給し、スタッド送給速度を確認して下さい。 

注意： 

スタッド送給速度を正しく調整した後は、ロック・ナットを締めて調整ボルトが回転しない

ようにして下さい。 
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7.3. 圧力スイッチの調整（オプション） 

この圧力スイッチはオプションですので、オプション装着されている製品に関して説明します。 

警  告
 

ＴＭＰコントロールのメイン・スイッチをＯＮし、ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダの

コントロール・キャビネットを開けて、調整して下さい。トランス保護カバー上の安

全表示は、内部に高電圧部があることを示しています。 

圧力スイッチは、エア圧をモニタしながらＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダのエア回路にエアを

供給します。ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダの入力エア圧がこの値より下がりますと、エラー・

コード７を表示します。 

エア圧は出荷時に最低エア圧の０．３９ＭＰａ（４気圧）に設定されています。 

この最低エア圧の設定を変更する場合は、下記の手順に従って調整して下さい。 

z コントロール・キャビネット上のアイ・ボルトとＭ６ボルトを取り外して下さい。 

z コントロール・キャビネットからケース・カバーを取り外して下さい。 

下記の手順に従って、圧力スイッチの最低エア圧を

調整して下さい。 

1. 圧力スイッチの調整ネジの回転防止用のネジ・ピンを緩めて下さい。 

2. 調整ネジを「＋」方向に止まるまで回転して下さい。エラー・コード７を表示し、“ＥＲＲ

ＯＲ”ランプと“Ｒｅｓｅｔ”ＬＥＤが点灯します。 

3. 入力エア部（フィルタ＆エア・レギュレータ）のエア・レギュレータの圧力調整ノブにて、

設定する最低エア圧に“ＩＮＰＵＴ-ｐ”圧力計を参照して調整して下さい。 

4. 調整ネジを「－」方向に、前述のエラー・コードが自動的にちょうどリセットするまで回

転して下さい。 

5. 入力エア部のエア・レギュレータの圧力調整ノブにて、エア圧を設定した最低エア圧より

上げてから、再度圧力調整ノブにてエア圧を減少させて、設定した最低エア圧以下にエア

圧が下がるようにして設定を確認して下さい。 

6. この時にエラー・コード７を表示すれば、正しく設定できています。 

圧力スイッチの調整ネジの回転防止用のネジ・ピンを確実に固定して、入力エア部のエア・レ

ギュレータの圧力調整ノブをＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダのエア圧が０．５８ＭＰａ（６気

圧）になるまで戻して固定して下さい。 
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7.4. スタッド分離シャッタの開閉速度の調整 

警  告
 

回転ドラム上の安全表示に従って、ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダを操作する時は、

保護メガネを必ず掛けて下さい。 

このスタッド分離シャッタの開閉速度は、エスケープメント・ブロックに取り付けられたエア・

シリンダのスピード・コントローラにて設定します。 

スタッド分離シャッタの開閉速度は出荷時に調整されています。 

このスタッド分離シャッタの開閉速度を変更する場合は、下記の手順に従って調整して下さい。 

z スタッド分離シャッタの閉じる速度は、スタッドとシャッタ部品の摩擦による消耗を可能

な限り減少するように、スタッド分離シャッタが最終的な位置に到着する様に調整して下

さい。 

z スタッド分離シャッタの開く速度は、レースウェイに整列しているスタッドがエアによっ

てレースウェイの上方向に吹き飛ばされないように調整して下さい。 

右側のスピード・コントローラ：スタッド分離シャッタの閉じる速度調整用。 

左側のスピード・コントローラ：スタッド分離シャッタの開く速度調整用。 

右側または左側のスピード・コントローラの調整ボルトを回して調整します。 

z 「＋」方向に回しますと、スタッド分離シャッタの速度は増加します。 

z 「－」方向に回しますと、スタッド分離シャッタの速度は減少します。 

注意： 

スタッド・サイズにより幾つかのタイプのエスケープメント・ブロックがありますが、エス

ケープメント・ブロックに取り付けられているエア・シリンダにある２つのスピード・

コントローラの配置は同じです。 
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7.5. レースウェイの調整 

警  告
 

回転ドラム上の安全表示に従って、ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダを操作する時は、

保護メガネを必ず掛けて下さい。 

下記のレースウェイの部品は出荷時に調整されています。 

レースウェイ上にスタッドが十分にかきあげられない場合、またはレースウェイ上のスタッドの滑

り方が十分でない場合に発生するスタッド送給不良は、下記の部品の取付け位置を正しく調整

することによって防ぐことができます。 

� レースウェイのスタッド受けプレートの調整 

回転ドラム内のスタッド受けプレートを回転ドラム

に干渉しない範囲で調整して下さい。 

 

スタッド・ディフレクタ（左側）とボルトオン・スト

リップ（右側）の位置を決めて固定して下さい。 

z 「＋」方向は、スタッド受け量を増加します。 

z 「－」方向は、スタッド受け量を減少します。 

スタッド受けプレートの調整は、使用するスタッド・

タイプによって異なります。 

� レースウェイの傾斜角度の調整 

レースウェイの傾斜角度を回転ドラムに干渉しない範囲で調整して下さい。 

エスケープメント・ブロックの下のブラケット上のＭ

８キャップ・スクリューを緩めて下さい。 

 

レースウェイの傾斜角度は、スタッド・タイプによっ

て異なりますので、個々のスタッドに合わせて調整し

て下さい。 

調整後は、Ｍ８キャップ・スクリューを確実に締めて

下さい。 
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7.6. 溶接ヘッドの前進スライド圧の調整 

警  告
 

ＴＭＰコントロールのメイン・スイッチをＯＮし、ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダの

コントロール・キャビネットを開けて、調整して下さい。トランス保護カバー上の安

全表示は、内部に高電圧部があることを示しています。 

溶接ヘッドの前進スライド圧は、出荷時に０．３８ＭＰａ（４気圧）に調整されています。 

この前進スライド圧を変更する場合は、下記の手順に従って調整して下さい。 

z キー・スイッチを“Ｍａｕａｌ（手動）”モードに選択して下さい。 

z コントロール・キャビネット上のアイ・ボルトとＭ６ボルトを取り外して下さい。 

z コントロール・キャビネットからケース・カバーを取り外して下さい。 

 
（ロットＡ）               （ロットＢ） 

 
注意：上記に示すように生産ロットによりスライド圧調整ネジの位置および形状が異なりま

す。 

溶接ヘッドの前進スライド圧を調整する時は、下記の説明に従って下さい。 

z 前進スライド圧を増加する場合：「＋」方向に調整ネジを回転します。 

z 前進スライド圧を減少する場合：「－」方向に調整ネジを回転します。 

溶接ヘッドの前進スライド圧を高く調整し過ぎますと、ワークを変形させて溶接位置から溶

接ヘッドがずれてしまいます。 

溶接ヘッドの前進スライド圧を低く調整し過ぎますと、溶接時のプランジ圧が不足してしま

い、溶接不良（スタッドはがれ）の原因になります。 

ヘッド前進スライド圧は、溶接位置に繰り返し溶接ヘッドを前進させて決定して下さい。設定

が不用意に変更しないように、スピード・コントローラの調整ネジを固定して下さい。 

オプションの“ ”圧力計が装着されている場合は、前進スライド圧はこの圧力計を参

照して調整して下さい。 
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7.7. レースウェイの近接スイッチの調整 

警  告
 

調整中は、ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダの入力エアを停止して下さい。スタッド・

フィーダを操作する時は、保護メガネを必ず掛けて下さい。 

レースウェイの“Ｍａｘ”と“Ｍｉｎ”の２つの近接スイッチは、レースウェイにスタッドが正し

く整列していることを示し、その動作は操作パネル上の対応するＬＥＤを介して確認できます。

整列が不十分な場合は、“Ｅｒｒｏｒ Ｃｏｄｅ”表示部にエラー・コード５を表示して作業者に警告し

ます。 

レースウェイの“Ｍａｘ”と“Ｍｉｎ”の２つの近接スイッチは、出荷時に使用するスタッドに合

わせて調整されています。 

正しく調整しなおす必要がある場合は、下記の手順に従って調整して下さい。 

z エアを止めて、“ＩＮＰＵＴ-p”圧力計が０になっていることを確認して下さい。 

z エスケープメント・ブロック上のカップリング・プレートのフィード・チューブを固定

しているＭ６キャップ・スクリューを緩めて、フィード・チューブを取り外して下さい。 

z エスケープメント・ブロック上のカバー・プレートを固定しているＭ６キャップ・スク

リューを緩めて、カップリング・プレートとカバー・プレートを取り外して下さい。 

 

レースウェイの近接スイッチの調整 

1. レースウェイの２つの近接スイッチの

位置まで、スタッドをレースウェイに整

列させて入れて下さい。 

2. “Ｍａｘ”と“Ｍｉｎ”の近接スイッチの２

つのＭ３セット・スクリューを緩めて下

さい。 

3. スタッドのネジ軸の中央の位置に、近接

スイッチのセンサ部を移動して下さい。 

4. 位置を決めましたら、Ｍ３セット・スク

リューを締めて下さい。 

“Ｍａｘ”と“Ｍｉｎ”の２つの近接スイッチが正しい位置に調整できたかどうかは、操作パネルの対

応するＬＥＤを確認して下さい。 
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7.8. エスケープメント・ブロックの近接スイッチの調整（オプション） 

このエスケープメント・ブロックの近接スイッチはオプションですので、オプション装着され

ている製品に関して説明します。 

警  告
 

調整中は、ＳＦ５０Ｄの入力エア圧を停止して下さい。スタッド・フィーダを操作す

る時は、保護メガネを必ず掛けて下さい。 

エスケープメント・ブロックの近接スイッチは、エスケープメント・ブロック内にスタッドが

正しく入っていることを示し、操作パネル上の対応するＬＥＤを介して確認できます。スタッ

ドが入っていない場合は、“Ｅｒｒｏｒ Ｃｏｄｅ”表示部にエラー・コード９を表示します。エラーが

発生した場合は、スタッドは送給できません。 

この近接スイッチは、出荷時に使用するスタッドに合わせて調整されています。 

正しく調整しなおす必要がある場合は、下記の手順に従って調整して下さい。 

z エアを止めて、“ＩＮＰＵＴ-p”圧力計が０になっていることを確認して下さい。 

z エスケープメント・ブロック上のカップリング・プレートのフィード・チューブを固定

しているＭ６キャップ・スクリューを緩めて、フィード・チューブを取り外して下さい。 

z エスケープメント・ブロック上のカバー・プレートを固定しているＭ６キャップ・スク

リューを緩めて、カップリング・プレートとカバー・プレートを取り外して下さい。 

 

z 近接スイッチを固定しているＭ４キャップ・スクリューを緩めて下さい。 

z 近接スイッチの位置を図の“←→”の方向に移動して下さい。 

近接スイッチを移動するときは、下記の指示に従って調整して下さい。 

→方向：近接スイッチの表面がエスケープメント・ブロック内のスタッドから離れます。 

←方向：近接スイッチの表面がエスケープメント・ブロック内のスタッドに近づきます。 

この近接スイッチの反応は、操作パネルの“ ”ＬＥＤを確認して下さい。調整が正

しければ、ＬＥＤは点灯します。 
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8. ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダの起動 

警  告
 

この取扱説明書の注意事項と事故を防止するための規則や安全規格に従って下さい。

回転ドラム上の安全表示に従って、保護メガネを必ず掛けて下さい。 

溶接システムを設置し接続した後、下記の指示に従ってＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダを起動

して下さい。 

1. ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダに接続したＴＭＰコントロールのメイン・スイッチをＯ

ＦＦし、ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダの操作パネル上のキー・スイッチを“Ａｕｔｏ（自

動）”の位置にして下さい。 

2. ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダのエア入力部（フィルタ＆エア・レギュレータ）のエア・

レギュレータの圧力調整ノブにて、入力エア圧を０．５８ＭＰａ（６気圧）に設定して

下さい。エア圧は“ＩＮＰＵＴ-p”圧力計の緑色のスケールで確認して下さい。 

3. ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダのエスケープメント・ブロック上に添付された赤色のス

テッカに記述されているサイズのスタッドを回転ドラムに入れて下さい。 

4. 回転ドラムにスタッドを十分に入れた後、スタッド挿入口のフタを締めて、専用キーで

ロックして下さい。 

5. ＴＭＰコントロールのメイン・スイッチをＯＮして下さい。レースウェイにスタッドを

運ぶために回転ドラムが動き出します。 

6. レースウェイの傾斜によって、エスケープメント・ブロックの方向にスタッドはスライ

ドします、スタッドがスライドしレースウェイに正しく整列したことを確認して下さい。 

7. 操作パネル上の“スタッド分離シャッタ”タッチ・スイッチを押して、スタッド分離シ

ャッタを開き、エスケープメント・ブロック内にスタッドが正しく入ったことを操作パ

ネル上のＬＥＤにて確認しましたら、タッチ・スイッチを放して、スタッド分離シャッ

タを閉じて下さい。 

8. レースウェイ上の“Ｍａｘ”近接スイッチがＯＮしますと、少なくとも３０秒後に回転ド

ラム・モータは自動的に停止します。 

ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダのキー・スイッチが“Ａｕｔｏ（自動）”モードの場合に、黄色の“Ｅ

ＲＲＯＲ”ランプが点灯していれば、ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダは問題無く動作しています。 
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9. スタッド送給シーケンス 

スタッドを自動送給するためのスタッド送給信号は、スタッド溶接システムの周辺装置から入

力することができます。 

� 溶接ガンを接続している場合、下記の内容でスタッド送給できます。 

z 溶接ガンの“リサイクル・スイッチ”をＯＮします。 

z ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダの操作パネル上のタッチ・スイッチ“ ”を押します。 

z 溶接後にＴＭＰコントロールからのスタッド送給信号。 

z 溶接後の“ＳＯＷ”信号ＯＦＦ後にＴＭＰコントロールからのスタッド送給信号。 

� 溶接ヘッドを接続している場合、下記の内容でスタッド送給できます。 

z 溶接後にＴＭＰコントロールからのスタッド送給信号。 

z 溶接後の“ＳＯＷ”信号ＯＦＦ後にＴＭＰコントロールからのスタッド送給信号。 

z ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダの操作パネル上のタッチ・スイッチ“ ”を押します。 

z 溶接後にユーザの制御装置からのスタッド送給信号。 

z 溶接後の“ＳＯＷ”信号ＯＦＦ後にユーザの制御装置からのスタッド送給信号。 

注意： 

溶接後と“ＳＯＷ”信号によるスタッド送給動作は、ＴＭＰコントロールの取扱説明書

を参照して下さい。 

スタッド送給信号が入力されますと、下記に示すシーケンスに従いスタッドを送給します。 

1. 溶接ヘッドまたは溶接ガンのロード・ピストンを後退させるソレノイド・バルブが動作し、

溶接ヘッドまたは溶接ガンのロード・ピストンがエア圧によって後退端に移動し、溶接ヘ

ッドまたは溶接ガンのレシーバ部のスタッド送給口が開きます。 

2. 同時に、スタッド送給用のソレノイド・バルブが動作し、スタッドはフィード・チューブ

を通って、接続された溶接ヘッドまたは溶接ガンのレシーバ部に送られます。 

3. レシーバにスタッドが送給され、設定された時間に達しますとロード・ピストンを前進さ

せるソレノイド・バルブが動作します。また、スタッド送給用のソレノイド・バルブも設

定された時間に達しますと停止します。 

4. スタッド送給用のソレノイド・バルブが停止した後、スタッド分離シャッタが開き、次に

送給するためのスタッドがエスケープメント・ブロックの中に入ります。 

5. エスケープメント・ブロックの近接スイッチ（オプション）によってスタッドが検出され

ますと、スタッド分離シャッタが閉じます。スタッド送給シーケンスは、次のスタッド送

給信号によって繰り返されます。 
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注意： 

エスケープメント・ブロックの近接スイッチはオプションのため、装着されていない場

合は、スタッド分離シャッタは一定時間開いて閉じます。 

6. これらのスタッド送給シーケンスにて、回転ドラムによってレースウェイ上にスタッドが

かき上げられ、スタッドはレースウェイをスライドしながら整列され、エスケープメント・

ブロックに移動します。 

7. レースウェイの“Ｍｉｎ”近接スイッチがスタッドを検出し、レースウェイ上のスタッドがあ

る間は、スタッド送給シーケンスは繰り返されます。 

8. レースウェイの“Ｍｉｎ”近接スイッチがスタッドを検出しなくなりますと、回転ドラム・モ

ータが回転します。 

9. 回転ドラムが回転することによって、レースウェイ上にスタッドをかき上げます。レース

ウェイの“Ｍａｘ”近接スイッチがスタッドを検出するまで、回転ドラム・モータは回転し

ます。 

10. 回転ドラム内のスタッドが減少し、回転ドラム内のスタッド・レベル近接スイッチがＯＦ

Ｆしますと、スタッドの補給が必要なことを作業者に知らせるために、操作パネル上の“Ｅ

ｒｒｏｒ Ｃｏｄｅ”表示部にエラー・コード２を表示し対応するＬＥＤが消灯します。また、“Ｅ

ＲＲＯＲ”ランプと“Ｒｅｓｅｔ”ＬＥＤが点滅し、回転ドラム内の照明が点灯します。 

11. 回転ドラムにスタッドを適切な間隔で補給しますと、スタッド送給動作は中断されません。

スタッド・サイズはエスケープメント・ブロック上に記載されています。 
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10. 装置のヒューズ 

� フロント・パネル上のヒューズ 

３つのヒューズは、ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダのフロ

ント・パネル上に配置されています。故障したヒューズは、

対応するＬＥＤが消灯することにより確認できます。 

ヒューズ 公称電流 公称電圧 保 護 部 位 

Ｆ１ ４．００Ａ ２５０Ｖ 溶接ヘッドまたは溶接ガンのリフト・コイル 

Ｆ２ １．６０Ａ ２５０Ｖ “ＥＲＲＯＲ”、回転ドラム照明、 

ＬＥＤ、近接スイッチ 

Ｆ３ １．２５Ａ ２５０Ｖ ＣＰＵボードのマイコン 

※種類は、セミ・タイム・ラグ。 

また、ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダのコントロール・キャビネット内には、５つのヒューズ

があります。下記の表にその内容を示します。 

 

� トランス保護カバー上のヒューズ 

ヒューズ 公称電流 公称電圧 保 護 部 位 

Ｆ１Ｍ ０．３１５Ａ ２５０Ｖ 回転ドラム・モータの電源線 

Ｆ２Ｍ ０．３１５Ａ ２５０Ｖ 回転ドラム・モータのアース線 

Ｆ４Ｕ ６．３Ａ ５００Ｖ スタッド・フィーダのアース線 

Ｆ５Ｕ ６．３Ａ ５００Ｖ スタッド・フィーダの電源線 

※種類は、セミ・タイム・ラグ。 
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� インターフェイス・ボード上のヒューズ 

ヒューズ 公称電流 公称電圧 保 護 部 位 

Ｆ４ ０．３１５Ａ ２５０Ｖ アーク電圧測定線 

※種類は、セミ・タイム・ラグ。 

注意： 

故障したヒューズは必ず同じタイプのヒューズに交換して下さい。 

警  告
 

コントロール・キャビネット内のヒューズを交換できるように、コントロール・キャ

ビネットの周囲には物を置かないようにして下さい。 

11. メンテナンスについて 

注  意
 

ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダの各部位を確認したり清掃する時は、取扱説明書内の

注意事項や安全規格と事故を防止するための規則に従って下さい。 

ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダの部品はほとんど摩耗しません。メンテナンス作業は、下記の

事項を確認して下さい。 

� 接続ケーブルの確認（毎日） 

ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダの電気とエアの接続線とコネクタ部分に、破損や緩みおよびエ

ア漏れがないか、毎日確認して下さい。 

� 設定エア圧と送給動作の確認（週に 1 回） 

ユーザにて設定したエア圧を週に１回確認して下さい。手動にてスタッド送給して、正しくス

タッドが送給されることを確認して下さい。 

� エア入力部にたまる水の確認（週に 1 回） 

エア入力部（フィルタ＆エア・レギュレータ）のフィルタにたまった水を少なくとも週に１回は確

認して下さい。水量が印の位置まで達していましたら、ドレン・プラグを開けて汚れた水を取

り除いて下さい。 

� エスケープメント・ブロックと回転ドラムの清掃（週に１回） 

スタッドの摩耗によって汚れる回転ドラムとエスケープメント・ユニットを週に１回はエア・

ブローにて清掃して下さい。 

エスケープメント・ブロックの上とスタッド分離シャッタ部に付着した油汚れは、中性洗剤を

染み込みました布で週に１回は取り除いて下さい。 
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12. エラー・コードとトラブル・シューティング 

注  意
 

ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダを現場にて修理する場合は、作業者の安全に十分注意

して下さい。装置に詳しい方が不具合およびエラーを取り除いて下さい。 

ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダにて発生した不具合は、“Error Code”表示部に対応するエラー・

コードを表示します。エラー・コードの表示と同時に“ＥＲＲＯＲ”ランプと“Ｒｅｓｅｔ”ＬＥＤが

点滅します。 

スタッド・フィーダにて同時にいくつかの不具合が発生している場合、“Error Code”表示部にエ

ラー・コードを順番に表示します。 

 

エラー・コード エ ラ ー の 内 容 

１ スタッド挿入口のフタがロックされていない 

２ 回転ドラム内のスタッドが不足している 

３ 回転ドラム・モータへの電源供給がない 

４ ２４Ｖ電源またはリフト・コイル電源の供給がない 

５ レースウェイ上でスタッドが詰まっている 

６ レースウェイ上のスタッドの整列する時間が遅い 

７ ＳＦ５０Ｄへのエア圧が最低動作圧より低下した                ※１ 

８ スタッド分離シャッタが閉じていない                          ※１ 

９ エスケープメント・ブロックの中にスタッドが入っていない      ※１ 

１０ リサイクル・ストップ・スイッチがＯＮしていない 

１１ ＳＤ２スタッド・ディバイダが設定した位置にない              ※２ 

１２ 溶接ヘッドまたは溶接ガンのレシーバにスタッドが届いていない  ※２ 

－－ 一時停止モードになっている 

※ １：オプション装着時に機能します。 

※ ２：このエラー・コードは現在機能しません。 

注  意
 

トラブル・シューティングに記述した復旧方法によって修理できないＳＦ５０Ｄスタ

ッド・フィーダのエラーが発生した場合は、ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダを交換し

て下さい。 
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    点滅          点滅         点滅           点灯 

z エラー １ 

説明 z スタッド挿入口のフタの近接スイッチがＯＮしていない 

原因 z スタッド挿入口のフタがロックされていない 

z スタッド挿入口のフタの近接スイッチが故障している 

復旧方法 z スタッド挿入口のフタを正確にロックして下さい 

z 近接スイッチを確認して下さい 

注意： 

エラーの状態を取り除きますと、自動的にエラーはリセットされます。回転ドラム内の

照明もＯＦＦします。 

 
    点滅          点滅         点滅          点灯 

z エラー ２ 

説明 z 回転ドラムのスタッド・レベルの近接スイッチがＯＮしていない 

原因 z 回転ドラムのスタッド・レベルの近接スイッチの位置までスタッドが入っ

ていない 

z 回転ドラムのスタッド・レベルの近接スイッチが故障している 

復旧方法 z スタッドを補充して下さい 

z 近接スイッチを確認して下さい 

注意： 

エラーの状態を取り除きますと、自動的にエラーはリセットされます。回転ドラム内の

照明もＯＦＦします。 
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    点滅          点滅         点滅 

z エラー ３ 

説明 z 回転ドラム・モータへの電源供給がない 

原因 z 回転ドラム・モータのモータ・インターフェイス・ボード（トランス保護

カバー上）のヒューズＦ１ＭまたはＦ２Ｍが故障している 

z 回転ドラム・モータのモータ・インターフェイス・ボードが故障している

復旧方法 z コントロール・キャビネットのケースを取り外し、トランス保護カバー上

のヒューズＦ１ＭまたはＦ２Ｍを交換して下さい 

z コントロール・キャビネットのケースを取り外し、トランス保護カバーを

取り外し、モータ・インターフェイス・ボードを確認して下さい 

注意： 

エラーの状態を取り除きますと、自動的にエラーはリセットされます。 

 
    点滅          点滅         点滅 

z エラー ４ 

説明 z ＣＰＵボード上の２４Ｖ電源が供給されていない 

z リフト・コイルへの電源が供給されていなく、溶接ヘッドまたは溶接ガン

のリフト・コイルが動作しない 

原因 z フロント・パネル上のヒューズＦ１またはＦ２が故障している 

z ＣＰＵボードが故障している 

z コントロール・トランスとＣＰＵボードとの接続が正しくない 

z リフト・コイルの制御回路が故障している 

復旧方法 z ヒューズＦ１またはＦ２を交換して下さい 

z ＣＰＵボードを確認して下さい 

z コントロール・キャビネット内の接続を確認して下さい 

注意： 

エラーの状態を取り除きますと、自動的にエラーはリセットされます。 
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    点滅          点滅         点滅          点灯 

z エラー ５ 

説明 z レースウェイの“Ｍｉｎ”近接スイッチがＯＦＦで“Ｍａｘ”近接スイッチが

ＯＮしている 

z レースウェイ上でスタッドが詰まっている 

原因 z レースウェイ上でスタッドが詰まっている 

z レースウェイに機械的な不具合がある 

z レースウェイの“Ｍｉｎ”または“Ｍａｘ”近接スイッチが故障している 

復旧方法 z レースウェイ上のスタッドの詰まりを取り除いて下さい 

z 近接スイッチを確認して下さい 

z “Ｒｅｓｅｔ”スイッチを押して下さい 

注意： 

エラーの状態を取り除いた後、“Ｒｅｓｅｔ”スイッチを押してエラーをリセットして下さい。

回転ドラム内の照明もＯＦＦします。 

 
    点滅          点滅         点滅           点灯 

z エラー ６ 

説明 z レースウェイ上のスタッドの整列する時間が遅い 

原因 z 回転ドラムの機械的な不具合がある 

z レースウェイのスタッド・ディフレクタとボルトオン・ストリップが正し

く調整されていない 

z レースウェイに機械的な不具合がある、または調整が正しくない 

z レースウェイの“Ｍｉｎ”または“Ｍａｘ”近接スイッチ、または回転ドラム・

モータのモータ・インターフェイス・ボードが故障している 

復旧方法 z 回転ドラムにスタッドを補充して下さい 

z 回転ドラムの機械的な不具合を取り除いて下さい 

z レースウェイの取付けを確認して下さい 

z 近接スイッチを確認して下さい 

z モータ・インターフェイス・ボードを確認して下さい 

z 回転ドラム・モータへの電源供給を確認して下さい 

z “Ｒｅｓｅｔ”スイッチを押して下さい 

注意： 

エラーの状態を取り除いた後、“Ｒｅｓｅｔ”スイッチを押してエラーをリセットして下さい。

回転ドラム内の照明もＯＦＦします。 
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    点滅          点滅         点滅 

z エラー ７ 

説明 z ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダへの入力エア圧が最低動作圧より低下して

いる 

原因 z ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダへの入力エア圧が低下している 

z 圧力スイッチ（オプション）にて設定した最低エア圧の調整が正しくない

z 圧力スイッチが故障している 

z 圧力スイッチとＣＰＵボードの接続が正しくない 

復旧方法 z エア圧を確認して下さい 

z 圧力スイッチ（オプション）にて設定した最低エア圧を確認して下さい 

z 圧力スイッチを確認して下さい 

注意： 

エラーの状態を取り除きますと、自動的にエラーはリセットされます。 

圧力スイッチはオプションのため、装着されていない場合があります。 

 
    点滅          点滅         点滅 

z エラー ８ 

説明 z スタッド分離シャッタが閉じていない 

原因 z スタッド分離シャッタの近接スイッチ（オプション）の取付けが正しくな

い 

z スタッド分離シャッタとレースウェイの間にスタッドが詰まっている 

復旧方法 z 近接スイッチ（オプション）を確認して下さい 

z スタッドの詰まりを取り除いて下さい 

z “Ｒｅｓｅｔ”スイッチを押して下さい 

注意： 

エラーの状態を取り除いた後、“Ｒｅｓｅｔ”スイッチを押してエラーをリセットして下さい。 

スタッド分離シャッタの近接スイッチはオプションのため、装着されていない場合があ

ります。 
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    点滅          点滅         点滅 

z エラー ９ 

説明 z エスケープメント・ブロックの中にスタッドが入っていない 

原因 z エスケープメント・ブロックの近接スイッチ（オプション）が故障してい

る 

z スタッド分離シャッタが故障して開かない 

z レースウェイにてスタッドが詰まっている 

復旧方法 z 近接スイッチ（オプション）を確認して下さい 

z スタッド分離シャッタの動きを確認して下さい 

z スタッドの詰まりを取り除いて下さい 

注意： 

エラーの状態を取り除きますと、自動的にエラーはリセットされます。 

エスケープメント・ブロックの近接スイッチはオプションのため、装着されていない場

合があります。 

 
    点滅          点滅         点滅 

z エラー １０ 

説明 z リサイクル・ストップ・スイッチがＯＮしていない 

原因 z フィード・チューブが正しく取り付けられていない 

z 溶接ヘッドまたは溶接ガンとＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダの接続が正し

くない 

z リサイクル・ストップ・スイッチが故障している 

復旧方法 z フィード・チューブの取付けを確認して下さい 

z 溶接ヘッドまたは溶接ガンとＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダの接続を確認

して下さい 

z 溶接ヘッドを使用している場合、リサイクル・ストップ・スイッチの短絡

ブリッジを確認して下さい 

注意： 

エラーの状態を取り除きますと、自動的にエラーはリセットされます。 
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    点滅          点滅         点滅 

z エラー １１ 

説明 z ＳＤ２スタッド・ディバイダが設定した位置にない 

原因 z ＳＤ２スタッド・ディバイダの近接スイッチが故障している 

z ＳＤ２スタッド・ディバイダにてスタッドが詰まっている 

z ＳＤ２スタッド・ディバイダのエア圧が低下している 

z ＳＤ２スタッド・ディバイダとＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダの接続が正

しくない 

復旧方法 z ＳＤ２スタッド・ディバイダの近接スイッチを確認して下さい 

z ＳＤ２スタッド・ディバイダのスタッドの詰まりを取り除いて下さい 

z ＳＤ２スタッド・ディバイダのエア圧を確認して下さい 

z ケーブルの接続を確認して下さい 

z “Ｒｅｓｅｔ”スイッチを押して下さい 

注意： 

エラーの状態を取り除いた後、“Ｒｅｓｅｔ”スイッチを押してエラーをリセットして下さい。 

このエラーは現在機能しません。 

 
    点滅          点滅         点滅 

z エラー １２ 

説明 z 溶接ヘッドまたは溶接ガンのレシーバにスタッドが届いていない 

原因 z 溶接ヘッドまたは溶接ガンのレシーバ部の近接スイッチ（オプション）が

故障している 

z 溶接ヘッドまたは溶接ガンとＳＦ５０Ｄスタッド･フィーダの接続が正し

くない 

z ＴＭＰコントロールにて設定したフィード時間が短すぎる 

復旧方法 z 溶接ヘッドまたは溶接ガンのレシーバ部の近接スイッチ（オプション）を

確認して下さい 

z 溶接ヘッドまたは溶接ガンとＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダの接続を確認

して下さい 

z ＴＭＰコントロールのフィード時間の設定を長くして下さい 

z “Ｒｅｓｅｔ”スイッチを押して下さい 

注意： 

エラーの状態を取り除いた後、“Ｒｅｓｅｔ”スイッチを押してエラーをリセットして下さい。 

このエラーは現在機能しません。 
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z エラー －－ 

説明 z 一時停止モードになっている 

原因 z ＴＭＰコントロールのカスタマ・インターフェイスの一時停止（Ｂ接点）

回路が動作している 

z ＴＭＰコントロールのカスタマ・インターフェイス・コネクタ“Ｘ８”が

正しく接続されていない 

z ＴＭＰコントロールの非常停止／２４Ｖコネクタ“Ｘ２”が正しく接続さ

れていない 

復旧方法 z ＴＭＰコントロールの一時停止を解除して下さい 

z ＴＭＰコントロールのカスタマ･インターフェイス・コネクタ“Ｘ８”の接

続を確認して下さい 

z ＴＭＰコントロールの非常停止／２４Ｖコネクタ“Ｘ２”の接続を確認し

て下さい 

（詳細は、ＴＭＰコントロール取扱説明書を参照して下さい） 
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13. 技術仕様 

名前/型式 スタッド・フィーダ ／ ＳＦ５０Ｄ 

動作モード Ａｕｔｏ（自動）／Ｍａｎｕａｌ（手動）／Ｔｅｓｔ（テスト） 

システム・プロテクション ＩＰ３１ＤＩＮ４００５０ 

入力電源電圧 ２００Ｖ仕様：ＡＣ２００Ｖ 単相（±１５％） 

４００Ｖ仕様：ＡＣ４００Ｖ 単相（±１５％） 

（コントロール・キャビネット内のトランスにてタップ切

替え） 

入力電源電圧周波数 ５０／６０Ｈｚ 

制御電圧 ＤＣ５Ｖ 

ＤＣ２４Ｖ 

ＤＣ７０Ｖ（リフト・コイル用） 

（ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダ内にて供給） 

入力電流 約３８０ｍＡ 

消費電力 １５０ＶＡ（ＡＣ４００Ｖ時 ４００Ｖ仕様） 

ノイズ放出 ８０ｄＢ（Ａ）未満 

稼動エア圧 ６気圧（０．５８ＭＰａ） －１０％～＋３０％ 

（エア入力部のレギュレータの圧力調整ノブにて調整） 

“Ｅｒｒｏｒ Ｃｏｄｅ”表示部 ２×７セグメントＬＥＤ表示 

シンボル・サイズ：７．６２ｍｍ×４．１９ｍｍ 

動作温度 ０℃～５５℃ 

保管温度 －４０℃～７５℃ 

湿度 ０％～９５％（結露なきこと） 

外形寸法（Ｗ×Ｄ×Ｈ） 約 ５１０ｍｍ×４９０ｍｍ×５００ｍｍ 

（突起物含まず） 

重量（スタッド含まず） 約 ５０ｋｇ 

スタッド容量 ３０００～１００００本 

（スタッド・サイズにより異なります） 

回転ドラム・モータ 

種類 単相同期モータ 

駆動電源電圧 ＡＣ２２０Ｖ 

駆動電源電圧の周波数 ５０Ｈｚ／６０Ｈｚ 

駆動電流 １４５ｍＡ 

最大回転スピード １０００ｒｐｍ 

作成日：１９９６年１０月２４日 
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14. 補用部品 

 部品番号 名称 備考 

1 E003114 ヒューズ 6.3A 6.3X32 T Ｆ４Ｕ、Ｆ５Ｕ

2 E003068 ヒューズ 4.00A 5X20 250V T Ｆ１ 

3 E003028 ヒューズ 1.60A 5X20 250V MT Ｆ２ 

4 E003067 ヒューズ 1.25A 5X20 250V MT Ｆ３ 

5 E003007 ヒューズ 0.315A 5X20 250V MT Ｆ１Ｍ、Ｆ２Ｍ、Ｆ４ 

6 E004035 ランプ E14 30V 2W “ＥＲＲＯＲ”ランプ 

7 E004080 ランプ E14 30V 4W 回転ドラム内の照明 

15. 保証とカスタマ･サービス 

ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダにおける部品の異常および製造上の異常に対しては 1 年間保証

します。 

不用意な取扱いによる損害は保証に含まれません。 

保証には不良部品の無償交換を含みます。ただし、偶発的な損害とそれに起因する損害には責

任は負いません。 

ＳＦ５０Ｄスタッド・フィーダを無断で改造したことによる不具合は保証対象外となります。

故障して取り外した部品はポップリベット・ファスナー株式会社の代理店または直接販売店に

お送り下さい。 

16. お問い合わせ先 

ポップリベット・ファスナー株式会社 

� 本              社    〒１０２－００９４ 東京都千代田区紀尾井町３－６ 

ＳＷＳ営業部                    （秀和紀尾井町パークビル） 

    東京グループ                 ＴＥＬ：０３（３２６５）７２９１（代） 

                                   ＦＡＸ：０３（３２６５）７２９８ 

� 栃  木  営  業  所    〒３２１－０９５３ 栃木県宇都宮市東宿郷町６－１－７ 

ＳＷＳ営業部                       （ビッグ・ビー東宿郷ビル） 

栃木グループ                 ＴＥＬ：０２８（６３７）５０２１（代） 

                              ＦＡＸ：０２８（６３７）５０２７ 

� 豊   橋    工   場    〒４４１ 愛知県豊橋市野依町字細田 

ＳＷＳ営業部                  ＴＥＬ：０５３２（２５）８８５１ 

中部１グループ                ＦＡＸ：０５３２（２５）１１４７ 

    ＳＷＳ営業部                  ＴＥＬ：０５３２（２５）８８５２ 

    中部２グループ                ＦＡＸ：０５３２（２５）１１４７ 

    第３技術部                     ＴＥＬ：０５３２（２５）８８５３ 

                                   ＦＡＸ：０５３２（２５）８３２６ 

ポップリベット･ファスナー株式会社 
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